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１．立憲主義の歴史的展開

２．法の支配と法治主義

３．国民主権原理（ナシオン主権論とプープル主権論）

４．憲法９条と戦争放棄

５．象徴天皇制と立憲君主制

６．人権の享有主体（１）外国人

７．人権の享有主体（２）公務員と特別権力関係理論

８. 人権の享有主体（３）法人

９．人権の私人間効力論

10．プライヴァシー権 と「自己情報コントロール権」・個人情報保護制度

11. 自己決定権

12．検閲の禁止と「事前抑制禁止の原則」

13．生存権とプログラム規定説・抽象的権利説・具体的権利説

14．中学・高校における憲法教育

15．総括

【履修上の注意事項】

講義には毎回、積極的に出席することを希望する。なお、小型の六法を持参されたい。
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教員の免許状取得のための選択科目
教
職

教科に関する科目（中学校(社会)）：法律学、政治学

教科に関する科目（高等学校(公民)）：法律学（国際法を含む）、政治学（国際政治を含む）
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授業計画

授業の到達目標及びテーマ
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野中・中村・高橋・高見『憲法Ⅰ・Ⅱ（第５版）』有斐閣3,000円
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学生に対する評価

学期末試験の結果による評価

芦部信喜（高橋和之補訂）『憲法（第5版）』岩波書店3,100円

年
度
以
前

教
職

共
通

　主として代表的な憲法学説（通説及び有力多数説）や最高裁判所の判例を素材に、日本国憲法についての憲法理
論を、比較憲法論的視点を交えて詳細かつ高度に説明する。具体的な内容は、以下の通りである。

言
語

　この講義では、憲法Ⅰ・Ⅱで学んだ近代立憲主義の憲法についての基礎知識をふまえた上で、憲法学説および憲
法判例におけるより高度な理論について学ぶ。併せて、教職課程履修者を対象に、中学・高校における憲法教育の
あり方についても指導する。

科目名 単位数 担当教員

区分平成26年度以降 2
青柳 卓弥

平成25年度以前 4

憲法Ⅲ

憲法Ⅱ


